
146 

台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に

関
す
る
一
考
察
（
四
）
―
図
・
像
を
中
心
に
（Ⅰ

）
― 安

部 

力 

  
 
 
 
 
 

は
じ
め
に 

 

本
稿
は
、
前
三
稿
(1)
に
引
き
続
い
て
、
現
代
の
台
湾
（
中
華
民
国
）
の
人
々
、
特
に
カ
ト
リ

ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
持
つ
「
宗
教
意
識
」
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
、
現
地

調
査
の
報
告
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
研
究
報
告
に
お
い
て
は
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
宗
教
関
連
文
物
・
建
築

様
式
及
び
装
飾
（
品
）
な
ど
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
現
地
調
査
に
お
け
る
調
査
項
目
そ
の
も
の

に
大
き
な
変
更
点
は
な
い
が
、
従
前
か
ら
の
調
査
過
程
で
、
い
く
つ
か
の
項
目
（
テ
ー
マ
）
別

に
報
告
を
ま
と
め
る
方
が
、
よ
り
現
在
の
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
そ
こ
に

見
ら
れ
る
「
宗
教
意
識
」
の
特
徴
が
明
確
に
な
る
と
考
え
た
た
め
、
本
報
告
で
は
、
前
稿
作
成

後
に
得
た
新
し
い
知
見
を
加
え
な
が
ら
、
台
湾
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
現
状
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
本
報
告
で
は
、
主
に
、
訪
問
し
た
各
教
会
に
見
ら
れ
る
「
図
・

像
」を
中
心
に
し
な
が
ら
、教
会
関
連
文
物
な
ど
に
も
適
宜
言
及
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

一
、「
図
・
像
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

現
代
の
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
図
・
像
」
の
問
題
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
「
天

后
聖
母
」
と
い
う
称
号
、
及
び
マ
リ
ア
像
な
ど
を
取
り
上
げ
た
際
に
言
及
し
て
き
た
(2)
。
本
稿

も
そ
れ
ら
の
関
心
の
延
長
線
上
に
、
新
し
く
得
た
知
見
を
加
え
な
が
ら
紹
介
・
検
討
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
図
・
像
」
の
位
置
づ
け
、
ま
た
ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
「
図
・
像
」
の
取
り
扱
い
を
歴
史
的
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。 

ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
が
、
そ
の
発
祥
地
で
あ
る
中
東
地
域
か
ら
地
中
海
地
域
を
経
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
伝
播
す
る
際
、
各
地
域
の
土
着
信
仰
と
習
合
・
融
合
し
、
ま
た
包
摂
・
従
属
さ
せ
て
き

た
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
痕
跡
が
「
図
・
像
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
も

紹
介
し
て
き
た
(3)
。 

そ
の
よ
う
に
し
て
包
摂
、
習
合
し
た
様
々
な
要
素
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の

文
化
的
基
盤
と
し
て
定
着
し
た
後
、
一
六
世
紀
の
大
航
海
時
代
を
迎
え
て
世
界
に
拡
大
す
る
際

に
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
で
扱
う
「
図
・
像
」、
特
に

「
聖
母
マ
リ
ア
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
若
桑
み
ど
り
氏
が
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
(4)
。 

十
六
、
十
七
世
紀
に
お
い
て
、
世
界
シ
ス
テ
ム
の
「
周
縁
」
各
地
に
お
け
る
宣
教
に
、

キ
リ
ス
ト
像
以
上
に
聖
母
像
が
効
力
を
発
揮
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
聖
母
像
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
土
着
の
文
化
と
習
合
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
種
的
、
民
俗
的
変
形
を
遂
げ
、
民
心
に
浸
透

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
聖
母
が
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
等
の
「
周
縁
」
地
域
に

お
い
て
、
そ
の
基
層
に
存
在
す
る
大
地
母
神
信
仰
を
呼
び
起
こ
し
、
こ
れ
と
呼
応
し
た
た

め
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
半
ば
戦
略
的
に
こ
れ
を
有
効
利
用
し
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
聖
書
に
存
在
し
な
い
聖
母
崇
敬
を
決
定

し
た
時
点
か
ら
、
す
で
に
、
民
衆
慰
撫
教
化
の
手
段
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
代
の
母
神

信
仰
の
戦
略
的
価
値
を
知
り
、
こ
れ
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
世
紀
に
、
聖
母
崇

敬
を
民
心
慰
撫
の
方
法
と
し
て
選
択
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
十
六
、
十
七
世
紀
に
、

周
縁
地
域
に
根
強
く
存
在
す
る
女
性
母
神
の
普
遍
性
を
借
り
て
、
世
界
布
教
を
実
現
し
た

と
言
え
る
。 

こ
れ
は
、
世
界
各
地
域
文
化
の
基
層
に
、
普
遍
的
な
「
母
性
信
仰
」
を
看
取
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、裏
を
返
せ
ば
つ
ま
り
、「
各
地
域
に
普
遍
的
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
文
化
的
要

素
（
こ
こ
で
は
「
信
仰
・
崇
拝
」）」
に
「
適
合
（
適
応
）」
す
る
形
で
「
自
己
の
有
す
る
文
化
的

諸
要
素
を
紹
介
（
重
ね
合
わ
せ
）」
す
れ
ば
、
そ
の
「
端
緒
と
し
て
の
理
解
」
は
得
ら
れ
や
す
い
、

と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

そ
し
て
一
六
世
紀
に
東
ア
ジ
ア
に
到
来
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
の
修
道
会
で
あ
る

イ
エ
ズ
ス
会
は
、
布
教
活
動
を
行
う
上
で
、
方
針
と
し
て
「
現
地
文
化
へ
の
適
応
」
を
持
っ
て

い
た
(5)
。
そ
の
提
唱
者
は
東
ア
ジ
ア
地
域
の
巡
察
師
で
あ
っ
た
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
（
中
国
名
は
范
礼
安
、
イ
タ
リ
ア
人
、
一
五
三
九
～
一
六
〇
六
）
で
あ
る
が
、
歴
史
的

な
観
点
と
し
て
は
、
弟
子
で
あ
る
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
中
国
名
は
利
瑪
竇
、
イ
タ
リ
ア
人
、
一

五
五
二
～
一
六
一
〇
）
な
ど
の
、
中
国
で
行
っ
た
活
動
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
特
に
「
聖
母
（
子
）

の
図
・
像
」
を
活
用
し
た
こ
と
に
関
し
て
言
え
ば
、
若
桑
氏
は
、
リ
ッ
チ
の
死
後
、
中
国
の
教

区
長
と
な
っ
た
パ
ド
ル
・
ニ
コ
ラ
・
ロ
ン
ゴ
バ
ル
デ
の
書
簡
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 
 

わ
れ
わ
れ
は
、
新
し
い
改
宗
者
を
啓
蒙
す
る
た
め
の
本
と
、
画
像
を
必
要
と
し
て
お
り
ま

す
。と
り
わ
け
当
地
の
君
主
ら
は
救
世
主
と
処
女
マ
リ
ア
の
画
像
を
求
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
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版
画
で
も
絵
画
で
も
い
い
で
す
か
ら
当
地
に
送
っ
て
下
さ
い
。
特
に
、
マ
リ
ア
の
像
に
関
し

て
は
、
彼
ら
は
ま
だ
異
教
徒
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
像
に
ひ
ざ
ま
ず
き
ひ
れ
伏
し

てX
im

 M
u

 N
ia

m
 N

ia
m

 

と
唱
え
ま
す
。
そ
れ
は
聖
な
る
母
、
天
の
女
王
と
い
う
意
味

で
す
。
と
り
わ
け
わ
れ
ら
の
パ
ー
ド
レ
・
ナ
タ
ー
レ
の
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
と
そ
の
神
秘
に
関

す
る
本
が
あ
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
益
が
多
い
か
知
れ
ま
せ
ん
(6)
。 

こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
パ
ー
ド
レ
・
ナ
タ
ー
レ
」
の
著
作
と
は
、
ヘ
ロ
ニ
モ
・
ナ
ダ
ー

ル
（J

e
ro

m
e
 N

a
d

a
l  

一
五
〇
七
～
一
五
八
〇
、
ス
ペ
イ
ン
人
。
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ

の
総
会
長
代
理
も
務
め
る
）
の
『
図
解
版
福
音
書
物
語
（E

v
a
n

g
e
lica

e
 

H
isto

ria
e
 

Im
a
g
in

e
s

）』
で
あ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
最
近
、「
リ
ッ
チ
資
料
（F

o
n

ti R
iccia

n
e

）」

を
編
纂
し
た
デ
リ
ア
師
（P

a
sq

u
a

le
 M

.D
'E

lia

）
の
『L

e
 O

rig
in

i d
e
ll’ A

rte
 cristia

n
a
 

cin
e
se

』
を
内
田
慶
市
氏
が
翻
訳
さ
れ
、
知
見
を
示
さ
れ
て
い
る
(7)
。
若
桑
氏
、
内
田
氏
と
も
、

こ
の
ナ
ダ
ー
ル
の
『
図
解
版
福
音
書
物
語
』
が
、
中
国
で
は
『
誦
念
珠
規
定
』
と
い
う
書
名
で
、

「
図
（
絵
画
）」
の
多
く
を
中
国
風
に
翻
案
し
た
上
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
で
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
、
中
国
で
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教
活
動
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
・
教
義
が
紹
介
さ
れ
る
際
に
は
、「
中
国
風
」
へ
の
「
適
応
（
翻
訳
）」

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ら
が
端
的
に
現
れ
る
も
の
が
「
図
・
像
」
で
あ
る
こ
と

も
確
認
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
歴
史
的
な
広
が
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
以
上

詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
広
義
に
見
れ
ば
「
普
遍
的
な
基
層
的
信
仰
の
現
れ
」
と
し
て
、
ま

た
、
歴
史
（
時
代
限
定
）
的
・
狭
義
に
み
れ
ば
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
「
適
応
方
針
」
の
例
と
し
て
、

「
文
化
的
翻
訳
」
が
行
わ
れ
て
来
た
こ
と
は
念
頭
に
置
い
て
お
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
こ
の
「
現

代
的
実
例
」
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
台
湾
の
現
地
調
査
で
得
た
「
図
・
像
」
を
取
り
上
げ
て
い

く
こ
と
と
し
た
。 

 

二
、
台
北
市
及
び
新
北
市
等
に
お
け
る
天
主
堂
の
「
聖
（
母
子
）
像
」
に
つ
い
て 

 

前
稿
作
成
の
際
に
行
っ
た
現
地
調
査
以
降
、
そ
れ
ま
で
に
未
踏
査
だ
っ
た
台
北
市
内
の
教
会

を
含
め
て
、２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
４
年
に
か
け
て
は
、新
北
市
ま
で
調
査
対
象
を
広
げ
た
。

こ
れ
は
、
今
後
順
次
、
新
北
市
か
ら
台
中
方
面
に
調
査
地
域
を
広
げ
、
最
終
的
に
は
台
湾
全
土

の
教
会
（
天
主
堂
）
の
悉
皆
訪
問
調
査
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
台
北
市
及

び
新
北
市
に
お
け
る
悉
皆
訪
問
調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
訪
問
し
た
教
会
の
特
徴
と
も
そ
れ
ぞ

れ
対
比
し
な
が
ら
、
報
告
を
行
う
こ
と
と
す
る
。 

 

ま
ず
、
多
く
の
天
主
堂
に
見
ら
れ
る
、「
一
般
的
な
聖
母
子
像
」
は
左
の
よ
う
な
物
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
ら
は
同
じ
形
状
（
製
造
様
式
）
で
あ
り
、
一
見
し
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
母
子
像
」
と
理

解
で
き
る
。
ま
た
、
左
の
聖
母
子
像
も
同
様
に
、
製
造
に
関
し
て
定
型
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
分

か
り
や
す
い
例
で
あ
る
。 

 

55 聖高隆邦堂

（敷地内） 

79 聖福若瑟堂

（敷地内） 

63 聖方済沙勿略

堂（敷地内） 

66 新店（大坪林）

聖三堂（敷地内） 

145 
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右
の
「
63
聖
方
済
沙
勿
略
堂
（
教
堂
内
）」
の
聖
母
子
像
は
先
の
「
66
新
店
（
大
坪
林
）
聖

三
堂
」
の
像
に
彩
色
し
た
も
の
で
あ
り
、「
慈
し
み
の
聖
母
」
と
言
わ
れ
る
モ
デ
ル
に
近
い
。
同

様
の
形
状
の
物
が
「
62
復
活
堂
」（
左
写
真
）
に
も
あ
り
、
必
ず
し
も
、
各
教
堂
が
独
自
の
物

を
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
無
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
任
司
祭
や
信
者
の
方
々
の
意
向
を
映
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
聖
母
子
像
の
選
択
（
過
程
）」
に
こ
そ
、

当
地
の
「
宗
教
意
識
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

 

彩
色
し
た
物
と
し
て
は
の
「
61
聖
伯
多
禄
保
禄
堂 

(

溝
子
口
天
主
堂)

」（
左
写
真
）
の
像
も

一
般
的
な
聖
母
子
像
で
あ
り
、「
聖
ル
カ
の
聖
母
」
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
彩
色
さ
れ
た
聖
母
（
子
）
像
は
、
形
状
は
異
な
る
が
、
左
（
写
真
）
の
像
の
よ
う

な
例
が
他
の
多
く
の
天
主
堂
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

 

以
上
が
一
般
的
な
「
モ
デ
ル
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
」
の
聖
母
（
子
）
で
あ
る
（
本
来
で
あ
れ
ば
、

聖
母
マ
リ
ア
も
中
東
（
ガ
リ
ラ
ヤ
）
の
人
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
今
問
わ
な
い
。
現
在
の

「
キ
リ
ス
ト
教
」
は
す
ぐ
れ
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
」
の
象
徴
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）。台
北
市
や
新
北
市
の
天
主
堂
で
見
ら
れ
る
聖
母
子
に
関
す

る
像
が
、
以
上
の
よ
う
な
形
状
の
物
ば
か
り
で
あ
れ
ば
、
冒
頭
で
述
べ
た
「
現
地
文
化
へ
の
適

応
」
は
、
台
湾
で
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
無
い
。
例
え
ば
、
上
で

見
た
「
62
復
活
堂
」
の
「
教
堂
内
」
に
あ
る
聖
母
像
は
次
の
よ
う
な
物
で
あ
っ
た
。  

 

腕
に
掛
け
て
い
る
の
は
「
聖
母
の
ロ
ザ
リ
オ
」
で
あ
る
が
、
見
方
に
よ
っ
て
は
「
観
音
の
数

珠
」
の
よ
う
に
も
見
え
よ
う
。
こ
の
「
教
堂
内
」
の
聖
母
像
と
上
記
の
「
敷
地
内
」
の
聖
母
子

像
と
が
趣
（
容
貌
等
）
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
り
や
す
い
。
ま
た
、
こ
の
教
堂
内
に
は

「
聖
ヨ
セ
フ
」
の
像
も
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
聖
ヨ
セ
フ
の
像
は
、
台
北
市
等
の
各
教
堂
で
は
、

聖
母
（
子
）
像
ほ
ど
目
に
す
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
各
教
堂
内
に
は
当
然
、
イ
エ
ス
像
が
安
置

さ
れ
て
い
た
が
、
聖
母
（
子
）
像
も
ほ
ぼ
同
じ
頻
度
で
安
置
さ
れ
て
い
た
の
と
は
、
好
対
照
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
若
桑
氏
が
言
う
「
聖
母
信
仰
」
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
、

少
数
例
な
が
ら
も
、
こ
の
「
62
復
活
堂
」
に
は
次
の
よ
う
な
「
聖
ヨ
セ
フ
像
」
が
安
置
さ
れ
て

63 聖方済沙勿略

堂（教堂内） 

61 聖伯多禄保禄堂 （溝

子口天主堂 教堂内） 

62 復活堂（木新

路、敷地内） 

７ 玫 瑰 聖 母 堂 

（教堂内） 

62 復活堂（木新

路、教堂内） 
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お
り
、「
土
着
文
化
と
の
適
合
」
を
考
え
る
良
い
例
で
あ
る
た
め
、
紹
介
し
て
お
く
。 

 
こ
れ
は
、
前
稿
で
紹
介
し
た
台
湾
の
「
キ
リ
ス
ト
教
関
連
文
物
」
の
販
売
店
で
購
入
し
た
「
土

産
物
」
で
あ
る
「
ヨ
セ
フ
像
」（
左
写
真
）
と
同
じ
形
状
の
物
で
あ
り
、
前
稿
作
成
時
に
は
実
際

に
教
堂
で
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
は
予
想
し
て
お
ら
ず
、「
中
華
風
」に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

た
ヨ
セ
フ
像
を
発
見
し
、「
現
地
適
応
例
」
を
実
感
で
き
た
。 

 

 

恐
ら
く
、
一
般
的
な
聖
ヨ
セ
フ
像
は
、「
左
の
写
真
」
の
よ
う
な
物
で
あ
る
が
、
そ
の
風
貌
な

ど
が
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
で
あ
る
の
と
は
大
き
く
特
徴
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
聖
母
」

の
み
が
「
現
地
文
化
」
に
適
応
し
て
い
る
の
で
は
無
く
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
物
は
多
か
れ
少

な
か
れ
、
そ
の
傾
向
を
有
し
て
い
る
一
証
左
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

 

「
57
耶
穌
聖
体
堂
（
陽
明
山
天
主
堂
）」
に
安
置
さ
れ
て
い
る
ヨ
セ
フ
像
は
、
こ
の
よ
う
に

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
点
で
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
持
つ
教
堂
で
あ

り
、
本
稿
や
続
稿
で
も
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
ず
は
、
ヨ
セ
フ
像
と
同
じ
く
、

教
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
「
聖
母
子
像
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

 

こ
の
像
の
モ
チ
ー
フ
は
「
幼
子
イ
エ
ス
」
を
抱
い
て
い
る
、
前
述
の
「
慈
し
み
の
聖
母
」
と

同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
一
見
し
て
「
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
母
子
像
」
と
判
断
す
る
の
は

難
し
い
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
こ
れ
ま
で
の
報
告
で
触
れ
た
こ

と
が
あ
る
た
め
参
照
さ
れ
た
い
(8)
。「
幼
子
イ
エ
ス
」
を
抱
く
マ
リ
ア
像
に
つ
い
て
は
、「
55
聖

高
隆
邦
堂
」
を
訪
問
し
た
際
に
、
赴
任
し
た
ば
か
り
で
あ
る
韓
国
人
神
父
（
朴
圭
雨
氏
）
に
、

次
の
よ
う
な
聖
母
子
像
も
紹
介
し
て
頂
い
た
。 

 
 

 

こ
れ
は
、
朴
神
父
が
韓
国
滞
在
時
に
信
者
の
方
か
ら
贈
ら
れ
た
物
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
韓

国
製
は
「
韓
服
」
を
着
用
し
、
髪
型
も
韓
国
風
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
以
前
、「
韓
国

の
天
主
教
」
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
際
、「
（
天
主
教
）
切
頭
山
殉
教
聖
地
」
に
建
つ
マ
リ
ア

像
の
特
徴
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
(9)
。 

 
こ
こ
ま
で
、
若
桑
氏
の
所
説
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
が
、
イ
エ
ス
像
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
お
く
。「
イ
エ
ス
像
」
に
関
し
て
は
、「
中
華
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
像
」
を
見

る
こ
と
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
若
桑
氏
の
「
普
遍
的
な
母
性

信
仰
」
を
裏
書
き
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
次
章
で
扱
う
「
図
画
」
で
は
、「
イ
エ
ス
像
」

も
十
分
「
現
地
適
応
」
し
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
、「
像
」
に
関
し
て
は
、
次
の
例
を
挙
げ
る

62 復活堂（木新

路、教堂内） 

上智文化事業文物供応社で「土

産物」として売られていた木製

のマリア像とヨセフ像 

57 耶穌聖体堂

（陽明山天主

堂）（教堂内） 

ky 

57 耶穌聖体堂（陽明山

天主堂）（教堂内） 

143 



北九州工業高等専門学校研究報告第 48 号（2015 年 1 月） 

 

に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。
左
（
上
）
の
写
真
は
、
調
査
者
自
身
が
ミ
サ
に
預
か
り
、
参
与
観
察

を
行
っ
た
「
78
聖
方
済
沙
勿
略
堂
」
の
「
イ
エ
ス
（
磔
刑
）
像
」
で
あ
る
。
こ
の
教
堂
は
、
こ

じ
ん
ま
り
と
し
た
、
至
極
一
般
的
な
教
堂
で
、
カ
ル
ロ
会
の
イ
タ
リ
ア
人
神
父
安
吉
恩

（E
m

a
n

u
e
le

 A
n

g
io

la

）
氏
が
主
任
司
祭
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
教
堂
で
あ
っ
た
た

め
参
与
観
察
の
対
象
に
選
択
し
た
が
、
こ
の
教
堂
内
の
イ
エ
ス
像
に
比
べ
て
、
左
（
下
）
の
イ

エ
ス
像
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。 

 
 

 

こ
の
右
（
下
）
の
写
真
は
、「
烏
来
郷
（
烏
来
區
）」
の
教
堂
に
あ
る
イ
エ
ス
像
で
、
容
貌
や

衣
服
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
恐
ら
く
当
地
の
人
々
を
象
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
烏
来
郷
」
が
原
住
民
で
あ
る
「
タ
イ
ヤ
ル
（
泰
雅
）
族
」
の
居
住
地
域

で
あ
り
、
こ
の
イ
エ
ス
像
の
服
装
な
ど
が
タ
イ
ヤ
ル
族
の
そ
れ
を
模
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
な
調
査
が
で
き
て
い
な
い
た
め
確
言
で
き
な
い

が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
台
湾
の
原
住
民
居
住
地
域
に
お
い
て
歴
史
的
・
現
在
的
に
ど
の
よ
う
な
変

化
・
適
応
を
遂
げ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の

「
烏
来
郷
」
の
天
主
堂
で
は
台
湾
人
で
あ
る
蘇
崑
勇
神
父
に
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
ま

た
教
堂
の
作
り
も
特
徴
的
な
た
め
、
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。 

以
上
、
主
に
「
聖
像
」
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
台
北
市
地
域
の
各
教
堂
が
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
み
、
且
つ
「
そ
れ
ぞ
れ
趣
あ
ふ
れ
る
聖
（
母
子
）
像
」
を
「
自
由
に
」
所
有
し
て
い
る
こ

と
が
看
取
で
き
た
と
思
う
。
で
は
、
次
に
「
図
画
」
に
つ
い
て
、
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

三
、
台
北
市
及
び
新
北
市
に
お
け
る
天
主
堂
の
「
図
画
」
に
つ
い
て 

  

本
稿
の
第
一
章
で
も
述
べ
た
通
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
「
現
地
適
応
」
が
見
ら
れ
る
の
は
ま
ず

「
図
画
」
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
像
」
よ
り
も
「
加
工
・
製
作
」
し
や
す

い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
歴
史
的
な
変
遷
、
実
態
に
つ
い
て
は
若
桑
氏
、
内
田
氏
の
研
究

を
参
照
し
て
頂
き
、
本
稿
で
は
「
現
在
台
湾
」
を
以
下
、
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。 

左
（
上
）
の
写
真
は
蘆
洲
市
に
あ
る
「
80
聖
若
瑟
天
主
堂
」

の
聖
母
図
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
「
無

原
罪
の
聖
母
」
で
あ
ろ
う
。
聖
母
図
と
し
て
は
非
常
に
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
物
で
あ
る
。
ま
た
、

左
（
下
）
の
写
真
も
同
じ
図
柄
で
あ
る
。（
同
様
の
図
画
は
各
所
で
目
に
し
た
） 

 
 
 

 

 

こ
の
よ
う
な
聖
母
図
が
多
く
あ
る
一
方
で
、
左
の
よ
う
な
聖
母
図
も
存
在
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
、
基
隆
市
の
主
教
座
聖
堂
で
あ
る
「
82
聖
母
升
天
堂
」
の
建
物
側
壁
面
に
描
か
れ
た

絵
で
あ
る
。
こ
の
原
画
は
信
者
の
方
が
描
か
れ
た
も
の
で
、
教
堂
内
に
も
飾
ら
れ
て
い
た
。
そ

こ
に
は
「
聖
母
昇
天
」
の
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
絵
が
「
聖
母
」
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
「
中
華
風
」
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
聖
母
図
は
「
現

地
適
応
」
の
好
例
と
言
え
る
。
ま
た
、
同
様
の
例
と
し
て
、
左
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。 

 
 

 
 

78 聖方済沙勿略堂（教堂内） 

91 法蒂瑪聖母朝聖地（烏來） 

80聖若瑟天主堂（教堂内） 

81 聖亞納堂（教堂内） 

82 基隆市主教座聖堂 聖母

升天堂 壁面「聖母図」 

88 中華之后堂（門扉） 
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こ
れ
ら
の
図
は
、「
天
主
堂
」
に
描
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
、「
聖
マ
リ
ア
」
の
絵
と
理
解
す
る
の

は
難
し
い
の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
他
に
も
、「
イ
エ
ス
生
誕
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵
も

多
く
の
教
会
に
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
ア
レ
ン
ジ
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

 

右
の
二
枚
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
絵
画
と
見
え
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
て
も
、
次

の
左
の
二
枚
は
、
完
全
に
「
中
華
風
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 
 

 

右
（
下
）
の
写
真
は
キ
リ
ス
ト
教
関
連
物
品
を
販
売
し
て
い
る
「
聖
保
禄
孝
女
会
付
設
上
智

文
化
事
業
文
物
供
応
社
」
で
購
入
し
た
物
で
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
カ
ー
ド
で
あ
ろ
う
が
、

同
様
に
「
聖
家
族
」
を
描
い
た
カ
ー
ド
に
は
次
の
左
の
よ
う
な
物
も
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
を
見
た
限
り
で
言
え
ば
、「
文
化
適
応
」
が
「
外
見
的
」
に
は
既
に
「
原
型
」
を
ほ
と

ん
ど
と
ど
め
て
お
ら
ず
、「
現
地
文
化
」
へ
の
習
合
が
「
軒
先
を
貸
し
て
母
屋
を
取
ら
れ
る
」
印

象
さ
え
あ
る
。
例
え
ば
、
同
様
の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
に
は
「
聖
母
子
」
を
描
い
た
、
左

（
上
）
の
よ
う
な
物
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
を
見
た
時
、
思
い
起

こ
さ
れ
る
の
は
、「
聖
母
マ
リ
ア
と
イ
エ
ス
」
と
い
う
よ
り
は
、
左
（
下
）
の
写
真
に
あ
る
よ
う

な
、「
註
生
娘
娘
」
の
脇
侍
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ら
を
厳
密
に
区
別
せ
ず
、「
重
ね
合

わ
せ
て
」
見
よ
う
と
す
る
心
性
に
こ
そ
、
若
桑
氏
の
言
う
「
普
遍
的
な
聖
母
信
仰
」
が
あ
る
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 
 

 

 

以
上
が
、
台
湾
に
お
け
る
「
聖
母
子
」
を
中
心
と
し
た
、
各
天
主
堂
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
図

画
」
の
調
査
事
例
で
あ
る
。
現
在
の
台
湾
に
お
い
て
、
様
々
な
点
で
の
「
融
合
・
習
合
」
が
見

て
と
れ
る
が
、
最
後
に
、
前
述
し
た
「
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
持
つ
57
耶
穌
聖
体
堂
（
陽

明
山
天
主
堂
）」
の
天
井
画
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
の
天
主
堂
は
続
稿
で
も
扱
う
が
、「
図
・

像
」
の
問
題
で
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
示
し
て
お
く
。（
説
明
は
枠
囲
い
の
中
に
記
す
） 

 

同前グリーティングカード 

上智文化事業文物

供応社 グリーテ

ィングカード。聖

ヨセフが袈裟をま

とっているように

見える。 

上智文化事業文物供応社 

グリーティングカード 

57 耶穌聖体堂（陽明山天主堂）（天井画）こ

れは、「最後の晩餐」を描いた天井画であると

思われるが、中心に座る「イエス」以外はど

の人物を当てるべきか、想定できない。この

ような天井画が描かれているのは、現段階で

はこの教堂のみである。 

64 聖神堂(門扉壁面） 

58 金山天主教聖母堂 （教

堂門扉壁面タイル絵） 

７玫瑰聖母堂 教堂内 壁掛画 

新竹 城隍廟 註生娘娘 

（脇侍十二婆姐） 
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四
、
結
び
に
か
え
て 

  
本
稿
は
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
行
っ
て
き
た
、
台
湾
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
関
連
施
設
へ
の

訪
問
調
査
の
過
程
報
告
で
あ
る
。
項
目
を
絞
っ
て
調
査
例
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
今
後
の
調
査

を
念
頭
に
お
い
て
い
る
例
も
あ
る
た
め
、
ま
と
ま
り
に
欠
け
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
来
歴
の
裏
付
け
な
ど
、
個
々
の
事
例
に
対
す
る
考
察
も
ま
だ
深
ま
っ
て
い
な
い
段
階

で
あ
る
。
現
状
は
調
査
事
例
の
報
告
を
主
目
的
と
し
、
若
桑
氏
の
言
う
「
普
遍
的
な
聖
母
へ
の

信
仰
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
の
台
湾
へ
の
適
用
、
ま
た
一
六
世
紀
に
イ
エ
ズ
ス
会
が
東
ア

ジ
ア
地
域
の
布
教
に
お
い
て
方
針
と
し
て
き
た
「
現
地
文
化
へ
の
適
合
」
が
、
台
湾
で
は
「
現

在
進
行
形
」
で
現
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
が
出
来
れ
ば
、
所
期
の
目
的
は
果
た
せ
た
と
考
え
て

い
る
。 

 

歴
史
的
な
時
間
を
超
え
、
地
域
的
な
空
間
を
も
超
え
て
、「
宗
教
」
が
今
も
活
発
発
地
に
息
づ

い
て
い
る
様
を
今
後
も
追
い
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

  

《
注
》 

(1)
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
一
） 

―
祖
先
祭
祀
を
め
ぐ
る
問
題
―
」（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』 

第
41
号 

平
成
二
〇
年
）、「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る

一
考
察
（
二
）
―
「
天
后
聖
母
」
に
つ
い
て
―
」（『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』 

第
42
号 

平
成
二
十
一
年
）
、
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教

意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
三
）
―
現
地
調
査
に
お
け
る
現
状
と
課
題
―
」（
『
北
九
州
工
業

高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』 

第
45
号 

平
成
二
十
四
年
） 

(2)
注
(1)
所
掲
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考

察
（
二
）
―
「
天
后
聖
母
」
に
つ
い
て
―
」
を
参
照
。
こ
こ
で
、
本
稿
に
お
け
る
「
図
・
像
」

と
い
う
用
語
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
本
来
「
図
・
像
」
は
「
図
像
（
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
）」

と
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
項
目
立
て
の
都
合
も
あ
り
「
図
」
と
「
像
」

に
分
け
た
。
こ
の
よ
う
な
分
け
方
が
「
図
像
学
（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
）」
的
に
正
当
を
欠
く
懸

念
も
あ
る
が
、「
図
像
学
」
の
中
の
「
図
・
像
」
に
関
す
る
分
析
、
と
と
ら
え
る
の
が
、
本

稿
の
意
図
に
は
最
も
叶
う
。「
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
」「
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
つ
い
て
は
、『
キ

リ
ス
ト
教
図
像
学
』（
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
４
８
０
、
マ
ル
セ
ル
・
パ
コ
著
、
松
本
富
士
男
、
増

田
治
子
共
訳
、
白
水
社
、
１
９
７
０
年
）、『
教
会
の
怪
物
た
ち 

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
図
像
学
』

（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
５
６
５
、
尾
形
希
和
子
著
、
講
談
社
、
２
０
１
３
年
、
27
頁
）
等

を
参
照
。
ま
た
「
聖
母
（
子
）」
の
図
像
に
つ
い
て
は
『
カ
ラ
ー
版 

聖
母
マ
リ
ア
の
美
術
』

（
諸
川
春
樹
・
利
倉
隆
著
、
美
術
出
版
社
、
１
９
９
８
年
）
が
分
か
り
や
す
い
。 

(3)
前
稿
の
繰
り
返
し
に
は
な
る
が
、
霜
田
美
樹
雄
氏
は
、
「
あ
る
宗
教
が
広
ま
る
こ
と
、
信
仰

人
が
増
加
す
る
こ
と
は
そ
の
宗
教
が
教
義
、
礼
典
に
お
い
て
時
代
的
地
域
的
妥
当
性
を
も
つ

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
面
に
お
い
て
異
な
る
地
域
、
時
代
、
民
族
の
諸
性
向
に
可
能
な

限
り
習
合
（sy

n
cre

tism

）
で
き
る
融
通
性
、
弾
力
性
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、

そ
の
宗
教
は
教
義
、
礼
典
に
お
い
て
、
ま
ず
土
俗
の
そ
れ
に
何
ら
か
の
形
で
習
合
す
る
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
「
キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
世
界
に
発
展

す
る
に
つ
れ
、
教
義
、
礼
典
の
多
く
に
お
い
て
諸
教
会
に
分
派
対
立
が
継
起
し
た
こ
と
は
、

そ
れ
が
こ
と
な
る
地
域
、
人
々
の
土
俗
、
慣
習
に
習
合
し
た
こ
と
の
反
証
で
あ
る
。」
と
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
（『
新
装
版 

キ
リ
ス
ト
教
は
如
何
に
し
て
ロ
ー
マ
に
広
ま
っ
た
か
』
早
稲
田

大
学
出
版
部
、
１
９
９
７
年
、「
序
文
」
及
び
第
９
章
、
12
章
を
参
照
）。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
土
着
信
仰
の
吸
収
」
と
そ
の
図
・
像
へ
の

現
れ
に
つ
い
て
は
、馬
杉
宗
夫
氏『
黒
い
聖
母
と
悪
魔
の
謎
』（
講
談
社
現
代
新
書
１
４
１
１
、

１
９
９
８
年
）、
特
に
そ
の
第
８
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。
馬
杉
氏
は
「
黒
い
聖
母
像
」
に
つ
い

て
も
、「
こ
の
よ
う
に
《
黒
い
聖
母
》
像
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
崇
拝
が
あ
っ
た
場
所
は
、
ケ
ル

ト
民
族
の
ド
リ
ュ
イ
ド
教
時
代
の
聖
水
、
聖
石
（
巨
石
）、
な
ど
の
崇
拝
が
あ
っ
た
場
所
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、《
黒
い
聖
母
》
像
が
あ
る
所
は
、
古
い
ド
リ
ュ
イ
ド
教

の
伝
統
と
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
が
同
化
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。」（
同

86
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
と
土
着
信
仰
と
の
同
化
融
合
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
前
注
所
掲
の
尾
形
氏
『
教
会
の
怪
物
た
ち 

ロ
マ
ネ
ス
ク
の
図
像
学
』（
第
七
章
）

も
参
照
。
同
書
は
、
次
稿
に
予
定
し
て
い
る
「
教
会
に
付
随
す
る
装
飾
」
に
言
及
す
る
際
、

改
め
て
触
れ
る
（
特
に
そ
の
「
第
六
章
」）
こ
と
と
す
る
。 

(4) 
若
桑
み
ど
り
氏
『
聖
母
像
の
到
来
』（
青
土
社
、
２
０
０
８
年
、
14
頁
）
を
参
照
。
同
書
は

本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
大
変
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
り
、基
本
的
な
視
角
を
与
え
て
く
れ
た
。

「
聖
母
信
仰
」
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
布
教
に
つ
い
て
は
更
に
、「
信
仰
の
対
象
で
あ
る
イ
エ

ス
や
聖
母
の
「
異
民
族
化
」
が
、
教
会
の
方
針
と
し
て
一
般
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
二
十
世
紀
の
一
九
三
〇
年
以
降
で
あ
る
が
、
そ
の
発
端
は
、
本
論
が
対
象
と
す
る
十

140 
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六
世
紀
、
十
七
世
紀
に
、「
偉
大
な
る
伝
統
文
化
を
も
つ
」
国
で
あ
る
日
本
と
中
国
で
、
そ
こ

に
布
教
し
た
宣
教
師
の
創
意
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。」（
同
書
43
頁
）
と
言
い
、
ま
た
「
異

文
化
の
民
衆
教
化
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
時
期
以
降
近
代
ま
で
地
球
的
な
広
が
り
で
「
聖
母
の

出
現
」
が
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
は
近
代
文
化
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
「
現
地
の

聖
母
」
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
ら
は
肌
の
色
、
髪
の
色
に
お
い
て
、
人
種
的
に
現
地
の
女
で

あ
り
、
衣
服
に
よ
っ
て
、
民
族
的
に
現
地
の
女
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

イ
エ
ス
の
母
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
聖
母
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
民
族
的
聖
母
の

出
現
と
は
、
一
面
に
お
い
て
「
聖
母
の
世
界
支
配
」
と
も
い
う
べ
き
現
象
で
あ
っ
た
。」（
同

書
44
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、
「
聖
母
信
仰
」
の
普
遍
性
が
「
宗
教
的
拡
大
」
に
大
き
な
影
響
を

持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
書
で
は
更
に
、
日
本
に
お
け
る
「
マ
リ
ア
観
音
」

の
図
・
像
及
び
「
子
安
観
音
」
の
図
・
像
が
「
聖
母
信
仰
」
の
日
本
的
現
れ
と
し
て
紹
介
さ

れ
て
い
て
（
第
八
、
九
章
）、
大
変
興
味
深
い
。
更
に
第
九
章
の
中
で
は
、
中
国
的
な
「
聖
母

信
仰
」
で
あ
る
「
子
授
け
の
女
神
崇
拝
」
と
し
て
の
「
送
子
娘
娘
」「
天
后
娘
娘
」（
所
謂
「
媽

祖
」）
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
聖
母
」
へ
の
信
仰
が
様
々
な
形
態
を
取
っ
て
広
が
っ
て
い
る

事
が
理
解
で
き
る
。
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
「
媽
祖
信
仰
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
伝
わ
っ
て

「
天
妃
様
」（
青
森
県
大
間
町
）「
媽
祖
菩
薩
」（
神
奈
川
県
箱
根
町
）
と
し
て
、
今
も
祀
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（『「
媽
祖
に
関
す
る
調
査
研
究
」
報
告
書
』
長
崎
県
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
、
２
０
１
０
年
）。
こ
の
よ
う
な
「
女
神
（
母
性
）
崇
拝
」
の
立
論
の
根
拠

と
し
て
若
桑
氏
は
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
所
説
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
46
頁
）、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
『
母
権
制
序
説
』（
Ｊ
・
Ｊ
・
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
著
、
吉
原
達
也
訳
、
筑
摩
学
芸
文

庫
、
二
〇
〇
二
年
）
が
簡
便
で
あ
る
。
本
稿
は
、
若
桑
氏
の
所
説
を
「
台
湾
に
お
け
る
現
代

的
広
が
り
」
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。 

(5) 

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
若
桑
氏
は
、
日
本
及
び
中
国
の
状
況
に
つ
い
て
「
…
日
本
お
よ
び

中
国
で
は
、
布
教
政
策
の
例
外
的
存
在
と
し
て
、
征
服
で
は
な
く
、
適
応
／
順
応
策
が
と
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
地
方
の
伝
統
文
化
と
西
欧
文
化
の
融
合
ま
た
は
西
欧
文
化
の
伝
統

的
文
化
の
へ
の
適
応
が
、
政
策
的
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
着
想
し
、
実
践
し
た
の

が
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
、
そ
の
弟
子
マ
テ
オ
・
リ
ッ

チ
で
あ
っ
た
。」（
前
掲
書
「
序
論
」）、「
近
世
の
異
教
文
化
と
の
遭
遇
で
は
、
既
述
し
た
よ

う
に
、
十
六
世
紀
の
布
教
開
始
当
初
か
ら
こ
の
議
論
は
存
在
し
、
こ
れ
を
公
式
文
書
で
最
初

に
記
録
し
た
の
は
日
本
に
布
教
し
た
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
で
あ
っ
た
。
ヴ

ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
日
本
と
中
国
で
こ
の
「
文
化
的
適
合 

in
cu

ltu
ra

tio
n

」
を
実
践
し
て
重

要
な
成
果
を
上
げ
た
」（
同
書
42
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
（
文
化
）
適

合
」
は
人
類
学
で
は
「
文
化
翻
訳
」
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
が
、
論
者
が
人
類
学
の
専
門
で

は
な
く
、
本
稿
で
は
そ
こ
ま
で
の
概
念
規
定
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。 

(6)
若
桑
氏
前
掲
書
91
頁
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「X

im
 M

u
 N

ia
m

 N
ia

m

」
と
は
「
聖
母

娘
娘
」
で
あ
ろ
う
か
。「X

im

」
が
当
時
の
ど
の
漢
字
を
当
て
る
べ
き
か
は
不
明
で
あ
る
。
書

簡
の
文
脈
か
ら
言
え
ば
「
聖
母
」
で
あ
ろ
う
が
、「
生
」
と
「
聖
」
は
現
在
で
は
音
通
で
あ
る

の
で
、「
生
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

(7)
『
東
西
文
化
の
翻
訳
「
聖
像
画
」
に
お
け
る
中
国
同
化
の
み
ち
す
じ
』
（
関
西
大
学
東
西
学

術
研
究
所
訳
注
シ
リ
ー
ズ
14
、
内
田
慶
市
・
柏
木
治
編
訳
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
二

年
）。
こ
の
書
で
は
『
図
解
版
福
音
書
物
語
』
と
『
誦
念
珠
規
定
』
の
図
版
と
を
左
右
見
開
き

で
比
較
し
て
お
り
、
原
画
が
ど
の
よ
う
に
「
中
華
風
に
変
化
し
て
い
る
」
の
か
を
分
か
り
や

す
く
示
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
聖
像
画
（
聖
母
像
）」
が
「
中
国
化
」
し
た
痕
跡
を
た

ど
る
た
め
に
も
、
若
桑
書
と
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
同
書
に
は
リ
ッ
チ
が
描
い
た
と

さ
れ
る
絵
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
（
38
頁
）、
興
味
深
い
。 

(8)
「
幼
子
を
抱
く
マ
リ
ア
像
」
や
「
現
地
文
化
と
の
適
合
」
例
と
し
て
の
「
註
生
娘
娘
」
に
つ

い
て
は
注
(2)
所
掲
の
拙
稿
を
参
照
。 

(9)
「
韓
国
に
お
け
る
天
主
教
」
及
び
韓
国
の
マ
リ
ア
像
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
韓
国
『
西
学
』

関
連
探
訪
記
」（『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
44
号 

平
成
二
十
三
年
）

を
参
照
。 

 

《
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
訪
れ
た
主
な
天
主
教
系
教
堂
及
び
施
設
一
覧
（2008

～2011

）》 

【
台
北
市
内
】 

・
１
聖
母
無
原
罪
主
教
座
堂
（1

0
3

台
北
市
民
生
西
路2

4
5

號
） 

・
２
救
世
主
堂
（
華
山
堂
）（1

0
0

台
北
市
忠
孝
東
路
一
段1

1
2

號
） 

・
３
聖
維
雅
納
堂
（1

0
0
7
3

台
北
市
詔
安
街2

3
6

號
） 

・
４
耶
穌
救
主
堂
（1

0
8

台
北
市
柳
州
街4

1

號
） 

・
５
聖
女
小
德
蘭
朝
聖
地
（1

0
8

台
北
市
興
寧
街7

0

號
） 

・
６
復
活
堂
（1

0
8

台
北
市
大
理
街1

7
5

巷2

號
） 

・
７
玫
瑰
聖
母
堂
（1

0
8

台
北
市
萬
大
路4

0
5

號
） 

・
８
聖
母
顯
靈
聖
牌
堂
（1

0
6
5
6

台
北
市
延
吉
街2

5
4

號
） 

・
９
聖
三
堂
（
及
び
付
設
幼
稚
園
：1

1
0
4
6

台
北
市
松
仁
路2

2
8

巷1
5

號
） 
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・
10
聖
家
堂
（1

0
6

台
北
市
新
生
南
路
二
段5

0

號
） 

・
11
仁
愛
天
主
堂
（1

0
6

台
北
市
仁
愛
路
三
段3

4

巷1
2

號
） 

・
12
聖
玫
瑰
堂
（1

0
6

台
北
市
通
化
街1

7
8

號
） 

・
13
聖
母
聖
心
堂
（1

0
6

台
北
市
和
平
東
路
二
段2

6
5

巷9

號
） 

・
14
古
亭
耶
穌
聖
心
堂
（1

0
0
8
9

台
北
市
辛
亥
路
一
段2

2

號
） 

・
15
聖
若
瑟
堂
（1

0
0

台
北
市
同
安
街7

2

巷1
9

號
） 

・
16
聖
瑪
竇
堂
（1

0
4

台
北
市
建
國
北
路
二
段6

4

巷2
5

號
） 

・
17
長
安
天
主
堂
（1

0
4

台
北
市
林
森
北
路7

3

號
） 

・
18
聖
多
福
堂
（1

0
4

台
北
市
中
山
北
路
三
段5

1

號) 

・
19
聖
道
明
堂
（1

0
4

台
北
市
吉
林
路3

7
8

號) 

・
20
聖
保
禄
天
主
堂
（1

0
4

台
北
市
北
安
路5

1
2

巷1

號
） 

・
21
聖
若
望
鮑
思
高
堂
（1

0
5

台
北
市
民
生
東
路
三
段1

2
3

號
） 

・
22
聖
若
瑟
堂
（1

0
5

台
北
市
八
德
路
三
段1

5
8

巷2
2

號
） 

・
23
中
華
之
后
堂
（1

0
5

台
北
市
南
京
東
路
四
段1

3
3

巷6

弄9

號
） 

・
24
南
京
東
路
聖
母
（1

0
5

台
北
市
南
京
東
路
五
段3

5
2

號
） 

・
25
永
春
天
主
堂
（1

1
0

台
北
市
松
山
路4

6
5

巷2

弄4
號
） 

・
26
法
蒂
瑪
聖
母
天
主
堂
（1

0
5

台
北
市
富
錦
街4

4
2
-2

號1
樓
）（
廃
墟
） 

・
27
聖
母
升
天
堂
（
內
湖
天
主
堂
）（1

1
4

台
北
市
內
湖
區
成
功
路
三
段6

7

號
） 

（
文
徳
女
子
高
級
中
學
：1

1
4

台
北
市
內
湖
區
成
功
路
三
段70

號
） 

・
28
耶
穌
聖
心
堂(

成
德
天
主
堂)

（1
1
5

台
北
市
忠
孝
東
路
六
段1

1
4

號
） 

・
29
聖
玫
瑰
堂
（
南
港
天
主
堂
）（1

1
5

台
北
市
南
港
區
研
究
院
路
一
段1

1
3

號
） 

・
30
耶
穌
君
王
堂(

士
林
天
主
堂)

（1
1
1

台
北
市
士
林
區
中
正
路2

6
4

號
） 

・
31
天
主
之
母
堂
（
天
母
天
主
堂
）（1

1
1

台
北
市
中
山
北
路
七
段1

7
1

號
） 

・
32
光
啓
耶
穌
會
院
（1

0
6

台
北
市
敦
化
南
路
一
段2

3
3

巷2
0

號
） 

・
33
天
主
教
台
北
總
主
教
公
署
（1

0
6
7
9

台
北
市
樂
利
路9

4

號
） 

・（
劍
潭
聖
母
聖
心
堂
：1

1
1

台
北
市
士
林
區
承
徳
路
四
段1

巷2
5

號
。
訪
問
時
は
既
に
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
移
転
後
の
よ
う
で
あ
っ
た
。） 

【
台
北
市
以
外
】 

・
34
徐
匯
耶
穌
會
院
（
併
設
：
聖
家
堂
會
院
及
び
徐
匯
高
級
中
学
校
、2

4
7

台
北
縣
蘆
州
郷
中

山
一
路1

號
） 

・
35
中
華
方
済
省
会
院
（
明
志
聖
方
済
堂
）(2

4
3
5
0

台
北
縣
泰
山
郷
明
志
路
三
段2

6

號
） 

・
36
本
篤
會
尚
義
院(2
4
3

台
北
縣
泰
山
郷
明
志
路
三
段9

6

巷1

號)

（
改
装
・
造
成
中
） 

・
37
聖
徳
蘭
堂
（6

2
1

嘉
義
縣
民
雄
郷
文
化
路2

8
-1

號
） 

・
38
聖
母
無
原
罪
堂
（6

2
2

嘉
義
縣
大
林
鎮
東
榮
街4

0

號
） 

・
39
天
主
之
母
堂
（
併
設
：
竹
崎
天
主
堂
聖
嬰
幼
稚
園
、6

0
4

嘉
義
縣
竹
崎
郷
民
生
路6

號
） 

・
40
救
世
主
堂
（6

1
6

嘉
義
縣
新
港
郷
古
民
街1

4

號
） 

・
41
聖
若
望
主
教
座
堂
（6

0
0

嘉
義
市
民
権
路6

2

號
） 

・
42
七
苦
聖
母
堂
（6

0
0

嘉
義
市
民
生
北
路9

2

號
） 

・
43
嘉
義
市
聖
本
篤
會
院
（6

0
0

嘉
義
市
小
雅
路5

4
5

號
） 

・
44
四
湖
遣
使
會
院
及
び
文
生
中
学
（
併
設
：S

t.V
in

ce
n

t H
ig

h
 S

ch
o
o
l. 6

5
4

雲
林
縣
四
湖

郷
中
正
路2

6
8

號
） 

・
45
露
徳
聖
母
堂
（6

5
4

雲
林
縣
四
湖
郷
中
山
西
路9

5

號
） 

・
46
天
上
母
后
堂
（6

3
5

雲
林
縣
東
勢
郷
東
勢
西
路8

7

號
。
廃
墟
。） 

・
47
耶
穌
聖
心
堂
（6

3
2

雲
林
縣
虎
尾
鎮
北
平
路7

7

號
） 

・
48
聖
三
堂
（6

3
0

雲
林
縣
斗
南
鎮
新
興
街4

2

號
） 

・
49
聖
玫
瑰
堂
（6

4
0

雲
林
縣
斗
六
市
中
華
路8

0

號
） 

・
50
輔
仁
大
学
（2

4
2

台
北
縣
新
莊
市
中
正
路5

1
0

號
） 

・（
51
耶
穌
會
院 

6
1
3

嘉
義
縣
朴
子
市
文
明
路1

-9

號
。
住
所
地
に
所
在
し
て
い
な
い
。） 

・（
52
中
華
聖
母
主
教
座
堂
：7

0
0
4
7

台
南
市
開
山
路1

9
5

號
。
二
〇
〇
五
年
に
訪
問
。） 

 

《
前
記
に
続
い
て
、
訪
問
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
系
教
堂
及
び
施
設
一
覧
（2012

～

2014

）》 

【
台
北
市
内
・
新
北
市
】 

53
（
天
主
教
手
冊
＝B

0
2
-3

1

）
聖
彌
額
爾
堂
（
社
子
天
主
堂
）(1

1
1
 

台
北
市
士
林
區
延
平
北

路6

段1
7
5

號) 

54
聖
十
字
架
堂 

(

蘭
雅
天
主
堂)

（1
1
1
 

台
北
市
士
林
區
德
行
東
路2

0
0

號
） 

55
（
天
主
教
手
冊
＝B

0
2
-3

4

）
聖
高
隆
邦
堂
（1

1
2
 

台
北
市
北
投
區
大
業
路6

9
5

號
） 

56
聖
体
堂
（
石
牌
天
主
堂
）(1

1
2
 

台
北
市
北
投
區
石
牌
路2

段9
0

巷2
0

號) 

57
耶
穌
聖
体
堂
（
陽
明
山
天
主
堂
）(1

1
1
 

台
北
市
華
岡
路2

號) 

58
金
山
天
主
教
聖
母
堂(1

9
6
1
) (2

0
8
 

台
北
縣
金
山
鄉
中
正
路2

5

號) 

59
法
蒂
瑪
聖
母
朝
聖
地(1

8
8
9
) (2

5
1
 

台
北
縣
淡
水
鎮
清
水
街2

1
8

號) 

60
耶
穌
君
王
堂(2

5
2
 

台
北
縣
三
芝
鄉
長
安
街5

9

號) 
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61
（
天
主
教
手
冊
＝B

0
2
-4

0

）
聖
伯
多
禄
保
禄
堂 

(

溝
子
口
天
主
堂)(1

1
6
 

台
北
市
木
柵
路1

 

段5
8

巷2
4

號) 

62
復
活
堂(1

1
6
 

台
北
市
木
新
路2

段2

號) 

63
聖
方
済
沙
勿
略
堂(1

1
7
 

台
北
市
羅
斯
福
路5

段1
5
0

巷2
5

號) 
64
聖
神
堂(1

1
7
 

台
北
市
文
山
區
景
隆
街3

6

巷3

號) 

65
石
碇
天
主
堂(2

2
3
 

台
北
縣
石
碇
鄉
石
碇
東
街1

4
1

號) 

66
聖
三
堂 

(
大
坪
林) (2

3
1
 

台
北
縣
新
店
市
寶
安
街2

6

號) 

67
中
華
聖
母
堂(2

3
1
 

台
北
縣
新
店
市
中
正
路3

6
7

號) 

68
聖
若
望
天
主
堂(

中
華
殉
道
聖
人
朝
聖
地)(2

2
0
 

台
北
縣
板
橋
市
南
雅
西
路
二
段2

5

號) 

69
聖
母
聖
心
堂(2

2
0
 

台
北
縣
板
橋
市
中
山
路
二
段2

5
5

巷)

（
光
仁
中
学
校
内
付
設
） 

70
聖
母
升
天
堂(2

3
4
 

台
北
縣
永
和
市
自
由
街6

9

號) 

71
（
天
主
教
手
冊
＝B

0
2
-5

0

）
天
主
之
母
堂(2

3
5
 

台
北
縣
中
和
市
景
平
路3
2
9

巷1

弄5

號) 

72
聖
安
多
尼
朝
聖
地(2

3
6
 

台
北
縣
土
城
市
中
央
路4

段3
1
1

號) 

73
聖
母
領
報
天
主
堂(2

3
7
4
2
 

台
北
縣
三
峽
鎮
中
園
街7

1
-1

號) 

74
耶
穌
聖
心
堂(2

3
8
 

台
北
縣
樹
林
市
中
山
路1

段1
5
4

號) 

75
陶
士
天
主
堂(2

3
9
 

台
北
縣
鶯
歌
鎮
鶯
桃
路9

7
-1

號4
樓) 

76
聖
母
聖
心
堂(2

4
1
 

台
北
縣
三
重
市
大
同
北
路1

1
5

巷1
號) 

77
聖
保
禄
堂(2

4
2
 

台
北
縣
新
莊
市
新
興
街1

-1

號) 

78
聖
方
済
沙
勿
略
堂(2

4
3
 

台
北
縣
泰
山
鄉
福
泰
街2

2

號)

（2
0
1
3
:

ミ
サ
参
加
。） 

79
聖
福
若
瑟
堂(2

4
4
4
7
 

台
北
縣
林
口
鄉
忠
孝
路5

9
4

巷1
3

號) 

80
（
天
主
教
手
冊
＝B

0
2
-6

0

）
聖
若
瑟
天
主
堂(2

4
7
 

台
北
縣
蘆
洲
市
中
正
路7

0
號) 

81
聖
亞
納
堂(2

4
8
 

台
北
縣
五
股
鄉
民
義
路1

段1
8
3

巷3

號) 

【
基
隆
市
】 

82
（
天
主
教
手
冊
＝B

0
2
-6

2

）
聖
母
升
天
堂(2

0
1
 

基
隆
市
信
一
路6

6

號) 

83
耶
穌
聖
心
堂(2

0
3
 

基
隆
市
西
定
路1

6
6

號) (

基
隆
市
・
輔
仁
大
学
の
付
属
高
校
、
中
学
、

小
学
、
幼
稚
園
の
構
内
に
あ
る
教
堂
。) 

84
和
平
之
后
堂(2

0
2
4
3

基
隆
市
祥
豐
街4

3

號) 

85
暖
暖
天
主
堂(2

0
5

基
隆
市
暖
暖
區
暖
中
路2

號) 

86
聖
耀
漢
堂(2

0
6

基
隆
市
七
堵
區
南
興
路3

5

號) 

87
聖
方
済
堂(2

2
1

台
北
縣
汐
止
市
大
同
路
二
段6

3
7

號) 

88
中
華
之
后
堂(2

2
4

台
北
縣
瑞
芳
鎮
民
生
街3

5

巷3

號) 

89
四
腳
亭
露
德
聖
母
朝
聖
地(

2
2
4
 

台
北
縣
瑞
芳
鎮
瑞
竹
路3

2

號) 

90
（
天
主
教
手
冊
＝B

0
2
-7

0

）
聖
尼
各
老
堂(2

3
2
 

台
北
縣
坪
林
鄉
坪
林
天
主
堂(

坪
林
區
水

柳
脚62

號)

（2013

年
工
事
中
） 

91
法
蒂
瑪
聖
母
朝
聖
地(2

3
3
 

台
北
縣
烏
來
鄉
烏
來
村
溫
泉
街9

0

號) 

92
耶
穌
聖
心
堂(3

0
2
4
2
 

新
竹
縣
竹
北
市
中
正
東
路4

3
1

號) 

（
住
所
は
実
際
に
訪
問
当
時
に
確
認
し
た
場
所
。
ま
た
台
湾
で
発
行
さ
れ
て
い
る
『
台
彎
天
主

教
手
冊
』（
台
彎
地
区
主
教
團
秘
書
處
編
譯
、
天
主
教
教
務
協
進
會
出
版
社
、
二
〇
〇
四
、
二
〇

〇
七
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
二
、
二
〇
一
四
）
も
参
照
し
た
。
台
湾
で
は
２
０
１
２
年
１
２
月

に
そ
れ
ま
で
「
縣
」
で
あ
っ
た
各
地
域
が
「
區
」
に
編
入
さ
れ
、
直
轄
市
と
し
て
の
「
新
北
市
」

に
改
称
さ
れ
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た
各
天
主
堂
の
住
所
も
、
現
在
は
「
縣
」
が
「
區
」
に
な
っ
て

い
る
。） 

 

・
本
報
告
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
在
外
研
究
員
区
分
（
Ｂ
）」
に
よ

る
派
遣
助
成
を
受
け
、
台
湾
国
立
台
北
科
技
大
学
（
建
築
系
楊
詩
弘
助
理
教
授
教
導
）
で
の

滞
在
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
従
前
同
様
、
現
地
調
査
過
程
で
は
台
湾
師

範
大
学
の
藤
井
倫
明
氏
・
金
培
懿
氏
に
特
段
の
配
慮
を
賜
っ
た
。
併
せ
て
こ
こ
に
、
特
に
記

し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。 

・
本
報
告
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
「
基
盤
研
究
（
Ｃ
）」（
課
題
番
号
２
４
５
２

０
０
４
７
「
来
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
も
た
ら
し
た
も
の
―
『
天
学
初
函
』
に
見
る
異
文
化
概

念
の
理
解
と
齟
齬
―
」2

0
1
2

～2
0
1
5

年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

二
〇
一
四
年
十
一
月
十
日 

受
理) 
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